
��������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
���������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�����������������������

������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
������������������������

６
年
前
に
大
手
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
メ
ー
カ
ー
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

か
ら
教
員
に
転
身
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
情
報
学
部
で
は
情
報
シ
ス
テ
ム

開
発
論
を
担
当
す
る
。
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
発
足
当
時
か

ら
運
営
委
員
を
務
め
る
と
と
も

に
、
学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

科
目
や
産
官
学
連
携
活
動
を
担
当

す
る
。
こ
の
よ
う
に
社
会
と
の
接

点
も
多
い
小
林
教
授
が
考
え
る

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
像
」
を
う

か
が
っ
た
。

「
社
会
で
求
め
ら
れ
る
『
社
会

人
基
礎
力
』
と
は
、
論
理
的

思
考
力
、
実
行
力
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
３
つ
で

す
。
こ
れ
は
、
高
い
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
て
大
学
生

活
を
送
れ
ば
、
着
実
に
身
に

つ
く
も
の
で
す
。
例
え

ば
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
て
い

る
『
課
題
解
決
型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
』
で
は
、
大

学
周
辺
の
商
店
街
や
中
小

企
業
が
抱
え
て
い
る
課
題

を
取
り
上
げ
、
学
生
チ
ー

ム
が
半
年
間
か
け
て
試
行

錯
誤
し
て
解
決
し
ま
す
。

こ
の
活
動
を
通
し
て
達
成
感
や
自

信
を
感
じ
た
学
生
は
、
さ
ら
に
高

度
な
能
力
の
取
得
を
目
指
す
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
学
生
に
仕
事
と

触
れ
合
う
機
会
を
提
供
し
、
『
一

人
前
に
な
る
』
こ
と
の
手
ご
た
え

を
早
い
時
期
に
実
感
さ
せ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
き

っ
か
け
を
つ
く
る
の
が
当
セ
ン
タ

ー
の
役
割
で
す
。

現
在
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
課
題

解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
ほ

か
に
、
キ
ャ
リ
ア
ノ
ー
ト
教
育
、

社
会
人
基
礎
力
講
座
、
ベ
ン
チ
ャ

ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
学
生
が
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
の
大
切
さ
に
気
づ

き
、
考
え
、
行
動
す
る
た
め
の
機

会
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

学
生
が
早
く
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を

意
識
す
る
こ
と
は
、
結
果
と
し
て

学
習
意
欲
が
高
ま
り
、
大
学
全
体

の
ク
オ
リ
テ
ィ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

り
ま
す
。
教
務
課
、
就
職
課
、
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
、
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
組
織
と
連
携
し
、
教
職
員

が
一
体
と
な
っ
て
『
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
』
を
推
進
し
て
い
く
、
そ

の
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
の
機
能
が
、
当
セ
ン
タ
ー
に

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
」。東

京
都
出
身
。
大
阪
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。

博
士
（
工
学
）
。
ジ
ャ
ズ
を
聴
き

な
が
ら
大
好
き
な
焼
酎
を
一
杯
や

る
の
が
至
福
の
と
き
。
５２
歳
。

開
口
一
番
、
「
学
生
の
皆
さ
ん

へ
の
学
習
支
援
を
充
実
さ
せ
た

い
」
と
学
生
相
談
室
が
な
す
べ
き

役
割
を
挙
げ
た
。

「
こ
れ
ま
で
の
学
生
相
談
室

は
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
キ
ャ
ン
パ

ス
生
活
、
と
く
に
メ
ン
タ
ル
面
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
力
点
が
置

か
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
時
代

の
大
学
教
育
を
考
え
ま
す
と
、『
学

び
』
へ
の
意
欲
を
高
め
る
支
援
が

重
要
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
あ
ら

ゆ
る
こ
と
に
興
味
・
関
心
を
抱

き
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
れ
ば
自
ら
調
べ
、
さ
さ

や
か
な
る
喜
び
を
感
じ
る

―
―
。
こ
う
し
た
当
た
り

前
の
日
常
生
活
を
取
り
戻

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
が
『
学

び
』
の
意
欲
を
高
め
る
た

め
の
支
援
で
す
」

同
時
に
、「
心
の
支
援
」

は
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ

て
き
た
。

「
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
も
こ
れ

ま
で
以
上
に
細
心
の
注
意
を

払
い
な
が
ら
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特

に
、
次
年
度
の
新
学
部
、
新

学
科
の
開
設
に
伴
い
、
女
子
学
生

数
は
増
加
す
る
と
考
え
て
い
い
で

し
ょ
う
。
学
生
相
談
室
も
そ
の
変

化
に
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

開
放
性
に
満
ち
て
明
る
い
雰
囲
気

を
持
ち
、
困
っ
た
こ
と
が
起
き
た

ら
気
軽
に
�
門
�
を
た
た
い
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
部
屋
づ
く
り
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
」さ

ら
に
、
「
今
後
、
相
談
内
容

が
複
雑
か
つ
多
様
化
す
る
こ
と
を

覚
悟
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
う
し
た
状
況
が
顕
著
に

な
っ
た
場
合
、
学
生
相
談
室
の
み

で
は
対
処
で
き
ま
せ
ん
。
関
係
各

機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
対

応
策
を
迅
速
に
練
り
上
げ
る
態
勢

を
作
り
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
専
任
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
や
看
護
師
を
、
も
う
少
し

増
や
す
こ
と
が
急
務
で
し
ょ
う
」

と
語
る
。

学
生
と
の
接
触
で
心
掛
け
て
い

る
こ
と
は
「
に
こ
や
か
に
、
相
手

の
目
を
し
っ
か
り
見
て

話
す
こ
と
」。

研
究
室
に
は
ゼ
ミ
生

は
も
と
よ
り
、
各
学
部

の
学
生
が
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
訪
ね
て
く
る
。

鳥
取
県
出
身
。
本
学
文
学
部
卒

業
。
学
習
院
大
学
大
学
院
人
文
科

学
研
究
科
博
士
課
程
（
教
育
史
・

教
育
哲
学
専
攻
）
単
位
取
得
。
主

な
担
当
は
地
理
歴
史
科
教
育
論
、

教
育
原
論
、
教
育
実
習
。
趣
味
は

中
国
語
、
古
地
図
を
片
手
に
街
歩

き
。
５８
歳
。

４
月
１
日
付
で
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
長
に
小
林
隆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
教
授
（
任
期
２
年
間
）
、

学
生
相
談
室
長
に
蔭
山
雅
博
商
学
部
教
授
（
任
期
１
年
間
）
が
就
任
し
た
。
両
教
授
か
ら
抱
負
を
お
聞
き
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
と
川
崎
市
が
連
携
し
、

大
学
で
の
学
び
を
、
地
域

（
企
業
、
商
店
街
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
）
が
抱
え
る
問
題
点
の

解
決
に
生
か
す
、
課
題
解
決

型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
。
今

年
度
は
、
「
地
域
通
貨
『
た

ま
』
を
広
め
る
た
め
の
企
画

・
提
案
」
「
多
摩
川
エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
に
よ
る
環
境
・

緑
・
歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」な
ど
、１６
の

課
題
が
提
示
さ
れ
た
。
主
に

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
中
心
と
し
た

参
加
志
望
者
は
、
企
業
訪
問

な
ど
を
行
い
、
６
月
か
ら
本

格
的
に
活
動
を
開
始
す
る
。

昨
年
１１
月
に
、
麻
生
区
新

百
合
ヶ
丘
を
芸
術
の
街
と
し

て
Ｐ
Ｒ
す
る
一
環
と
し
て
７

つ
の
保
育
園
で
、
園
児
た
ち

と
エ
コ
バ
ッ
グ
づ
く
り
を
行

っ
た
商
学
部
の
前
川
明
彦
ゼ

ミ
は
、
４
月
１８
日
、
麻
生
市

民
交
流
館
「
や
ま
ゆ
り
」
で

開
か
れ
た
「
第
２
回
ビ
バ
！

か
が
や
く
子
ど
も
た
ち
」
で

も
、
エ
コ
バ
ッ
グ
づ
く
り
を

指
導
し
、
身
近
な
エ
コ
を
伝

え
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
布

製
の
バ
ッ
グ
に
怪
獣
や
花
、

車
な
ど
思
い
思
い
に
絵
を
描

き
、
満
足
そ
う
な
様
子
。
第

２
部
で
は
、
綿
あ
め
づ
く
り

や
、
ゼ
ミ
生
が
和
太
鼓
演
奏

を
披
露
す
る
な
ど
し
て
、
交

流
を
深
め
た
。

同
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ

ー
ま
で
。

連合県人会主催の第４２回青衿祭が６

月６日（土）、東京・新宿区日本青年

館大ホールで開催される。本学新入生

は学生証持参で無料。１７時開演。ゲス

トは Scott Murphy。

問い合わせは青衿祭ホームページ

（http://seikinsai.chu.jp／）で。

新宿駅から小田急線の急行に乗る際

には、たいてい空席にありつけるのだ

が、時々あえてドア付近に立って外の

景色を眺めながら行くのも悪くないと

思うことがある。

ドアが閉まり、電車がゆっくりと動

き始めると外の

景色が流れてい

く。初めはビル

ばかりで空もな

かなか姿を現さ

ない灰色の殺風

景な景色が続く

が、下北沢駅を

通り過ぎたあたりから徐々に緑の木々

が見え始める。さらに経堂駅を越える

と遠くに山が見え、都心から離れた落

ち着いた雰囲気のある風景が広がって

いく。

特に登戸駅の手前にある多摩川橋梁

に差し掛かった時、ふと窓の外に目を

向けると、目に入る多摩川の風景は格

別だ。両脇を緑の芝が映える土手には

さまれた川の水面に朝の光が反射し、

まるでダイヤモンドがあちこちに散り

ばめられているかのようにキラキラと

輝いているのだ。

あまりのまぶしさに目を細めつつ眺

めていると、その光景はあっという間

に過ぎ去り、かわりに登戸駅のホーム

が視界に飛び込んでくる。

登戸駅から向ケ丘遊園駅までは１分

もかからない。約２０分の旅を終えて電

車を降り、おそらく専大の学生であろ

う人々と一緒に改札を抜けると見慣れ

たロータリーが姿を現す。そこで私は、

ようやく１日が始まったと認識する。

これから大学へと導くあの急な坂を

上り、講義を受けに行くのだという気

分になるのだ。

ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国

の
ブ
ア
ソ
ー
ン
・
ブ
ッ
パ
ー

ヴ
ァ
ン
首
相
に
本
学
か
ら
名

誉
博
士
称
号
を
贈
る
こ
と
に

な
り
、
授
与
式
が
以
下
の
通

り
行
わ
れ
る
。
式
後
に
同
首

相
の
記
念
ス
ピ
ー
チ
（
日
本

語
通
訳
あ
り
）
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

▽
日
時
∥
５
月
２２
日
（
金
）

１７
時
３０
分

▽
場
所
∥
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

７
号
館
７
３
１
号
教
室

▽
参
加
申
し
込
み
先
・
国
際

交
流
事
務
課

※
授
与
式
に
関
す
る
記
事
は

「
ニ
ュ
ー
ス
専
修
」
６
月
号

に
掲
載

バ
ス
ハ
イ
ク
や
ボ
ウ
リ

ン
グ

留
学
生
と
日
本

人
学
生
と
の
交
流
イ
ベ

ン
ト
の
お
知
ら
せ

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で

は
、
留
学
生
と
日
本
人
学
生

と
の
親
睦
を
は
か
る
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
る
。
６
月
に
は
以
下
の
２

件
を
実
施
す
る
。

【
交
流
バ
ス
ハ
イ
ク
】
募
集

終
了

▽
日
時
∥
６
月
７
日
（
日
）

▽
富
士
山
五
合
目
バ
ス
ハ
イ

ク
と
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
を
楽

し
む

【
交
流
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
】

▽
日
時
∥
６
月
下
旬

▽
場
所
∥
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ボ
ウ
ル

（
向
ヶ
丘
遊
園
駅
南
口
中
和

ビ
ル
）

▽
定
員
∥
留
学
生
５０
人
、
日

本
人
学
生
３０
人
、
６
月
初
旬

か
ら
申
し
込
み
開
始
（
先
着

順
）

※
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み

は
い
ず
れ
も
国
際
交
流
事
務

課
へ
。
☎
０４４（
９１１
）１
２
５
０

◀

多
摩
川
の
土
手
か
ら
見

え
る
小
田
急
線
の
風
景

（文２・ジャーナリズム研究会）



地域通貨を広める提案や環境を

生かしたまちづくりなどテーマに

▲ エコバックづくりを子どもたち

に教える前川ゼミ生

「
社
会
人
基
礎
力
」の

早
期
習
得
を
支
援

中村 大祐

小田急線２０分の旅

名
誉
博
士
の
称
号
を

ラ
オ
ス
首
相
に
授
与

５
月
２２
日
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で

待
っ
た
な
し「
学
習
支
援
」

�
心
の
ケ
ア
�と
と
も
に

（１４）２００９年（平成２１年）５月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４６４号


